
 

 

 

 

 

気になる測定結果を比べてみると・・・  

 

 上の結果が、今年３月に測定し

た福井県福井市の薪の灰です。 

セシウム１３７が 

 ２５．６ベクレル/kg 

セシウム１３４が 

 ４３．１ベクレル/kg  

という数値が出ました。 

 

 下の結果が、去年８月に測定し

た福島県福島市の薪の灰です。 

セシウム１３７が 

 １３６０ベクレル/kg 

セシウム１３４が 

 ２３７ベクレル/kg  

と高い数値が出ました。 

 

 ２つを比べてみると、福島市の

灰のスペクトルは、放射性セシウ

ムの大きな山がはっきり見えて

います。 

今なお汚染が続いていることが

明確にわかります。 

 

 一方、福井市の灰のスペクトル

を見ると、セシウム１３４の方は

放射性鉛と放射性ビスマスとい

う天然核種の影響による誤検出

と思われます。セシウム１３７は

ピークが検出されており、過去の

核実験かチェルノブイリ事故の

残留が考えられます。２５．６ベ

クレル/kgは、灰としては低い方

ですが。 

 

 どちらも天然核種カリウム４０

が高濃度に濃縮されています。身

体にいいとは言えません。福井市

の灰も、吸い込まない方が良いと

思います。（Ｓ） －Ｐ３－ 


